
金
午
・
牛
拝
・
酔
牛

丑
年
に
因
み
、
『
太
平
広
記
』
(
巻
制
牛
部
)

を
中
心
に
、
六
朝
・
唐
の
牛
に
関
す
る
怪
異
諸

に
つ
い
て
雑
感
を
記
し
て
み
た
い
。

『
広
記
』
を
読
ん
で
、
ま
ず
目
に
止
る
の
が
、

金
牛
の
話
で
あ
る
。
唐
・
頁
耽
の
『
十
道
記
』

か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
採
録
し
て
い
る
。

増
城
県
(
広
東
省
)
の
東
北
二
十
里
に
、

底
無
し
の
深
淵
が
あ
る
。
北
岸
に
石
が
あ
り
、

周
囲
三
丈
ほ
ど
で
あ
る
。
漁
師
は
、
水
中
か

ら
現
れ
た
金
牛
が
、
こ
の
石
上
に
跨
る
の
を

見
た
と
い
う
。
血
日
の
義
照
年
間
に
、
県
人
が

こ
の
石
の
辺
り
で
金
鎖
を
発
見
し
、
そ
れ
を

手
繰
り
ょ
せ
た
。
す
る
と
突
然
、
牛
が
水
中

か
ら
鎖
を
引
張
っ
た
の
で
、
彼
は
鎖
を
握
っ

て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
刀
で
叩
き
切
っ
て
、

数
個
の
鎖
を
得
た
。
こ
の
県
人
は
、
金
持
ち

に
な
り
、
長
寿
も
得
た
。
そ
の
後
、
義
興
の

富
永
一
登

周
霊
甫
も
同
様
に
し
て
金
鎖
を
得
、

ち
に
な
っ
た
。

・
こ
の
話
は
、
南
斉
・
佐
一
法
真
の
「
登
羅
山
疏
」

(
『
御
覧
』
棚
引
。
『
白
孔
六
帖
』
叩
・
『
御
覧
叩
・

引
は
「
羅
浮
山
記
」
に
作
る
。
厳
氏
『
全
斉
文
』

で
は
よ
旦
羅
浮
山
疏
」
に
作
る
が
、
こ
の
話
は

未
収
)
と
略
同
文
で
あ
り
、
『
十
道
記
』
は
、

こ
れ
を
引
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

金
牛
に
繋
が
っ
て
い
る
金
鎖
を
得
て
金
持
ち

に
な
る
、
所
謂
致
富
型
財
宝
詩
と
言
え
る
も
の

と
し
て
は
、
こ
れ
が
最
初
の
話
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
径
の
話
は
、
唐
宋
以
後
、
現
代
に
至
る
ま

で
、
各
地
に
伝
説
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
津
田

瑞
穂
氏
の
『
金
牛
の
鎖
!
中
国
財
宝
誇
』
(
平

凡
社
選
書
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
少
し
金
牛
金
鎖
の
由
来
に
つ
い
て
考
え
て
み

ト品、ヲ。

大
金
持

4 

か
致
富
。
の
部
分
は
無
い
が
、
金
牛
金
鎖
が
出

現
し
た
話
は
雨
斉
以
前
に
も
あ
る
。
『
御
覧
』

な
ど
か
ら
例
を
挙
げ
て
み
る
。

-
東
晋
・
哀
喬
「
江
賦
注
L

(

『
御
覧
』
棚
引
。

『
六
帖
』
凶
作
江
賦
、
厳
氏
『
全
晋
文
』
作
江
賦

序
)
〈
呉
時
、
牛
渚
、
釣
、
金
鎖
、
金
牛
〉

-
東
晋
・
劉
道
真
『
銭
塘
記
』
(
『
御
覧
』
卿
・

間
引
、
『
水
経
注
』
刊
漸
江
水
)
〈
明
聖
湖
、

金
牛
v

-
束
晋
・
劉
欣
期
『
交
州
記
』
(
『
御
覧
』
棚
引
)

〈
交
州
居
風
山
、
鼻
鎖
、
金
牛
〉

・
宋
・
史
苓
(
茎
)
『
武
昌
(
郡
)
記
』
(
『
御

覧
捌
・
回
、
『
類
緊
』
6
引
)
〈
武
昌
牛
筒
、

金
牛
〉

-
宋
・
部
徳
明
『
南
康
記
』
(
『
御
覧
』
侃
引
)

〈
江
西
市
康
県
、
釣
、
金
鎖
、
水
牛
v

・
宋
・
劉
義
慶
『
幽
明
録
』
川
(
『
御
覧
』
剛
、



『
類
取
水
』
目
、
『
事
類
賦
注
』
9
引
)
〈
江
西

巴
丘
県
、
百
金
山
岡
、
水
中
、
金
鎖
、
金
牛
〉

・

ω(『
御
覧
』
口

-
m、
『
類
取
水
』
間
引
)

〈
牛
渚
津
、
金
鎖
、
金
牛
〉

・
宋
・
劉
敬
叔
『
異
苑
』
巻
7
(
『
御
覧
』
叩
・

卿
)
〈
山
東
省
即
塁
、
古
塚
、
金
牛
v

-
梁
・
顧
野
王
『
輿
地
志
』
(
『
御
覧
』
必
引
)

〈
牛
渚
山
、
金
牛
v

大
半
は
、
水
辺
や
山
の
名
称
の
謂
れ
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
水
と
牛
の
関
係
に
つ
い
て
、

石
田
英
一
郎
氏
は
、
農
耕
儀
礼
の
中
心
で
あ
っ

た
牛
と
水
神
と
の
結
合
を
論
じ
、
金
牛
は
水
怪

を
鎮
め
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
華
南
一
帯
に
伝
播
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
金
鎖
に
つ
い
て
は
、
高
の
洪
水
伝
説
中

に
水
獣
を
鎖
で
繋
い
だ
物
語
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
(
石
田
英
一
郎
全
集
巻
五
「
新

版
河
童
駒
引
考
」
)
確
か
に
金
鎖
は
、
牛
に
限

ら
ず
他
の
水
獣
も
繋
い
で
い
た
よ
う
で
、
唐
の

伝
奇
小
説
「
柳
毅
伝
」
に
も
、
水
中
の
龍
を
金

鎖
で
繋
い
で
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

珠
な
ど
の
財
宝
を
蔵
す
る
と
い
う
水
中
別
世
界

の
説
話
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
金
牛
の
方
は
、
水
中
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
山
に
も
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
吉
田
隆
英
氏
の
鉱
山
伝
説
で
は
な
い
か
と

い
う
大
変
興
味
深
い
推
論
が
あ
る
。
(
「
金
牛
と

洞
穴
|
水
中
世
界
の
禁
忌
と
鉱
山
伝
承
|
」
集

刊
東
洋
学
幻
所
収
)

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
金
牛
が
文
献
に

登
場
し
て
く
る
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

金
虎
・
金
馬
と
異
な
り
、
金
牛
が
出
現
す
る
の

は
東
晋
末
か
ら
宋
初
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
れ

以
前
に
は
見
当
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
二
つ
の
事
が
指
摘
で
き
よ
う
。

一
つ
は
、
こ
の
時
期
に
多
く
の
地
方
志
が
編
纂

さ
れ
始
め
、
そ
の
中
に
各
地
の
伝
説
が
採
録
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
『
幽
明
録
』

『
異
苑
』
『
捜
神
後
記
』
な
ど
、
こ
の
期
の
志
怪

小
説
に
は
、
地
方
志
と
同
内
容
の
怪
異
誇
が
か

な
り
合
ま
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
話
が
、
『
宋

書
』
符
瑞
士
山
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
宣
帝
(
司

馬
誌
}
の
時
、
張
扱
郡
嗣
丹
県
金
山
か
ら
石
図

が
出
現
し
、
司
馬
氏
の
王
徳
を
称
え
る
瑞
兆
で

あ
る
と
解
読
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
『
三

国
士
山
』
明
帝
紀
義
注
引
『
貌
氏
春
秋
』
に
よ
る

と
、
図
に
は
、
麟
麟
・
鳳
鳥
・
白
虎
・
犠
牛
が

そ
れ
ぞ
れ
東
南
西
北
に
配
置
さ
れ
、
中
央
に
烏

が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
石
図
に
は
、

「
牛
継
馬
後
」
の
四
字
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、

宣
帝
は
寵
将
の
牛
金
を
毒
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

(
『
晋
書
』
元
帝
紀
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
)

こ
れ
が
、
司
馬
氏
の
晋
朝
が
衰
退
し
た
東
晋

末
期
の
金
牛
の
出
現
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
憶
測
す
る
。

金
そ
の
も
の
を
王
者
の
瑞
兆
と
見
倣
す
、
』
と

は
、
既
に
『
史
記
』
秦
本
紀
・
『
漢
書
』
武
帝

紀
に
も
見
ら
れ
、
『
宋
書
』
符
瑞
志
に
も
、
金

車
・
金
鶏
の
出
現
を
瑞
兆
と
し
て
記
し
て
あ
る
。

こ
れ
に
、
寸
牛
継
馬
後
」
と
い
う
予
言
が
絡
み
、

東
晋
末
に
金
牛
が
出
現
し
た
話
が
伝
わ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
『
玄
中
記
』

に
「
金
之
精
為
牛
」
(
『
御
覧
』
肌
引
玄
記
紀
。

m引
牛
作
車
馬
二
字
)
と
い
う
よ
う
に
、
金
の

精
そ
の
も
の
を
牛
と
考
え
、
梁
の
孫
柔
之
の
作

と
い
わ
れ
る
『
孫
氏
瑞
応
図
』
に
、
「
金
牛
、

瑞
器
也
。
王
者
土
地
開
閥
、
則
金
牛
至
U

(

『初

学
記
』
9
・
『
六
帖
』
叩
・
『
開
一
五
占
経
』
山
引
)
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と
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

『
昇
、
苑
』
の
例
を
見
れ
ば
、
金
牛
が
華
南
一

帯
の
水
辺
や
山
だ
け
に
出
現
し
た
の
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
し
、
「
不
可
移
動
、
犯
之
、
則

大
禍
」
と
い
う
神
聖
な
霊
物
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
の
も
瑞
器
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら

だ
ろ
う
。

先
の
例
の
中
で
、
唯
一
呉
の
時
の
話
と
し
て

記
し
て
い
る
哀
喬
は
、
皿
日
朝
纂
奪
を
企
ら
ん
だ

桓
温
の
寵
将
で
あ
っ
た
(
『
晋
書
』
部
)
と
い
う

事
実
も
奇
妙
に
「
牛
継
馬
後
」
と
結
び
つ
く
。

因
み
に
、
桓
温
は
牛
殺
し
を
禁
止
し
た
と
い

う
。
(
『
類
来
』
田
・
『
広
記
』
州
・
『
御
覧
』

鵬
・
叩
引
『
幽
明
録
』
)
ま
た
、
そ
の
子
の
桓

玄
に
は
、
老
人
の
青
牛
を
自
分
の
烏
と
交
換
し
、

そ
れ
に
釆
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
牛
は
水
中
に
入
っ

て
し
ま
い
、
程
な
く
彼
は
戦
い
に
敗
れ
た
と
い

う
話
(
『
広
記
』
制
・
『
御
覧
』
棚
引
『
幽
明
録
』
)

が
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
パ
今
、
日
致
富
型
財
宝
認
と
し
て
一
伝
わ
る

金
牛
も
、
そ
の
出
現
時
に
は
政
争
に
巻
込
ま
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
邪
推

L
て
み
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
『
広
記
』
に
牛
だ
け
で
は
な
く
、

牛
糞
ま
で
も
金
や
銀
に
変
わ
る
話
(
『
湘
中
記
』

《
王
設
『
漢
唐
地
理
書
紗
』
付
陳
運
溶
輯
『
麓

山
精
舎
輯
本
』
所
収
『
湘
中
記
』
に
は
こ
の
話

未
収
》
と
『
酉
陽
雑
姐
』
巻
目
か
ら
引
く
)
が

あ
る
の
を
見
る
と
、
当
時
の
人
々
の
発
想
の
奇

抜
さ
に
舌
を
巻
か
れ
る
。

次
に
牛
拝
の
怪
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

『
広
記
』
は
、
唐
・
余
知
古
の
『
渚
宮
故
事
』

か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
採
録
し
て
い
る
。

桓
沖
(
温
の
弟
)
が
江
陵
に
陣
を
し
い
て

い
た
時
の
こ
と
。
夕
食
に
牛
を
烹
ょ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
牛
は
都
督
を
じ
っ
と
見
つ
め
一
保

を
流
し
た
。
都
督
が
、
「
お
前
が
私
に
脆
く

こ
と
が
で
き
た
ら
、
生
か
し
て
や
ろ
う
」
と

言
う
と
、
牛
は
す
ぐ
さ
ま
御
辞
儀
を
し
た
。

都
督
が
ま
た
、
「
お
前
が
も
し
生
か
し
て
ほ

し
い
の
な
ら
、
こ
こ
に
い
る
全
て
の
人
に
御

辞
儀
を
せ
よ
」
と
言
う
と
、
牛
は
雨
の
よ
う

に
涙
を
流
し
な
が
ら
御
辞
儀
を
し
続
け
た
。

都
督
は
、
桓
沖
が
酔
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の

事
を
奏
上
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
牛
を
殺
し
て

し
ま
っ
た
。
酔
い
か
ら
醒
め
た
桓
沖
は
、
そ

れ
を
聞
い
て
、
都
督
に
鞭
罰
を
加
え
た
。

同
じ
話
が
『
幽
明
録
』
(
円
御
覧
』
棚
引
)
に

あ
り
、
略
同
文
で
あ
る
の
で
、
『
渚
宮
故
事
』
は

『
幽
明
録
』
か
ら
引
き
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。

人
間
の
側
か
ら
、
犠
牲
と
な
る
牛
の
殻
練
若

と
し
た
様
子
に
憐
偶
の
情
を
催
す
話
は
‘
『
孟

子
』
梁
恵
王
上
篇
に
見
え
る
が
、
こ
の
話
は
、

牛
自
身
が
命
請
い
を
嘆
願
す
る
と
い
う
点
で
、

知
何
に
も
志
怪
小
説
ら
し
い
。
こ
れ
に
類
す
る

話
と
し
て
、
「
売
ら
れ
る
こ
と
を
察
知
し
て
、

食
事
も
取
ら
ず
涙
を
流
し
て
痩
せ
る
牛
の
話
」

(
『
異
苑
』
巻
三
)
、
「
夢
を
通
し
て
苦
役
に
耐
、
え

ら
れ
ぬ
こ
と
を
訴
え
る
牛
の
話
」
{
『
御
覧
棚
引

『
幽
明
録
』
)
な
ど
が
あ
る
。

古
来
、
祭
儀
の
犠
牲
と
し
て
殺
さ
れ
、
或
は

苦
役
に
酷
使
さ
れ
て
き
た
牛
が
、
他
の
動
物
た

ち
が
人
間
と
対
等
に
活
躍
す
る
六
朝
志
怪
の
中

で
、
始
め
て
自
ら
語
る
機
会
を
得
た
よ
う
で
あ

'
G
。語

る
と
は
言
っ
て
も
、
狐
狸
な
ど
の
よ
う
に

変
身
の
術
を
持
た
な
い
牛
は
、
六
朝
志
怪
中
に

あ
っ
て
は
、
御
辞
儀
を
し
一
段
を
流
す
か
、
夢
に

現
れ
る
か
の
程
度
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
破

6 



.(唐〕戴峰「逸牛図」

録
さ
れ
て
い
る
後
者
の
話
で
は
、
牛
は
大
変
鶴
岡

舌
で
あ
る
。

大
中
年
問
、
筒
菌
は
南
山
の
麓
の
荒
ら
屋

に
仮
住
い
し
て
い
た
。
あ
る
月
夜
、
庭
で
詩

を
吟
じ
て
い
る
と
、
突
然
か
桃
林
の
班
特
。

と
名
の
る
処
士
が
門
を
敵
き
、
「
某
は
力
耕

の
徒
で
は
あ
る
が
、
今
夜
君
の
吟
詠
を
聞
き

訪
ね
て
来
ま
し
た
」
と
一
言
う
。
招
き
入
れ
て

話
を
聞
け
ば
、
『
春
秋
』
『
史
記
』
な
ど
の
牛

に
関
す
る
故
事
を
踏
ま
え
て
、
自
己
の
来
歴

を
述
べ
る
。
ま
た
突
然
、
伊
南
山
の
班
寅
e
将

軍
と
名
の
る
人
が
訪
ね
て
来
る
。
特
と
寅
の

二
人
は
、
互
い
に
斑
氏
の
由
来
を
故
事
を
も

と
に
語
り
あ
い
、
将
棋
を
指
し
、
菌
と
三
人

で
杯
を
傾
け
る
。
酒
が
進
む
う
ち
に
、
二
人

は
牛
と
虎
の
故
事
を
応
酬
し
て
言
い
争
う
が
、

菌
の
執
り
成
し
で
仲
直
り
し
、
三
人
そ
れ
ぞ

れ
詩
を
披
露
す
る
。
菌
が
特
の
詩
を
奇
才
だ

と
賞
め
た
の
で
、
寅
は
怒
っ
て
、
「
斑
馬
の

才
と
い
う
の
は
あ
る
が
、
班
牛
の
才
な
ど
と

い
う
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
て
立
ち
去
る
。

特
も
怒
っ
て
、
「
古
人
の
重
ん
ず
る
の
は
白

眉
で
あ
っ
て
、
白
額
で
は
な
い
」
と
言
っ
て

辞
去
す
る
。
明
け
方
、
筒
菌
が
門
の
外
を
見

る
と
、
虎
と
牛
の
足
跡
が
残
っ
て
い
た
。
足

跡
を
辿
り
数
百
歩
ば
か
り
行
く
と
、
人
家
の

廃
屋
が
あ
り
、
中
に
酒
気
を
帯
ぴ
た
一
頭
の

老
牛
が
臥
せ
て
お
り
、
虎
の
跡
は
山
に
入
っ

て
い
た
。

以
上
が
そ
の
話
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
牛
と

虎
に
関
す
る
典
故
を
羅
列
し
、
作
者
の
博
学
と

詩
才
を
誇
示
せ
ん
と
す
る
街
学
的
側
面
は
あ
る

が
、
牛
と
虎
を
巧
み
に
戯
画
化
し
て
お
り
、
周

拐
伽
氏
(
『
裳
捌
伝
奇
』
輯
注
、
上
海
古
籍
出
版

社
)
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
種
の
童
話
物

語
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
最
後
の
虎
と
論
争
し
た
牛
が
酒

気
を
帯
ぴ
て
臥
し
て
い
る
姿
は
、
何
と
も
ユ
ー

モ
ラ
ス
で
、
金
牛
と
し
て
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
、

犠
牛
と
し
て
の
苦
に
涙
す
る
牛
の
姿
を
見
て
き

た
筆
者
に
は
、
何
か
し
ら
安
堵
さ
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
。
こ
う
思
う
の
は
、
丑
年
生
ま
れ
の

た
め
で
あ
ろ
う
か
。
(
大
阪
教
育
大
学
)
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